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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
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【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 気 密 な 処 理 室 と 、
　 互 い に 接 合 部 位 を 持 つ ２ 以 上 の 被 処 理 物 体 を 前 記 処 理 室 内 に お い て 保 持 す る 保 持 手 段 と
、
　 該 処 理 室 内 に 前 記 接 合 部 位 を 清 浄 化 す る 処 理 ガ ス を 導 く ガ ス 導 入 手 段 と 、
　 前 記 処 理 室 内 を 所 定 の 圧 力 に 制 御 す る 圧 力 制 御 手 段 と 、
　 前 記 処 理 室 内 に お い て 前 記 被 処 理 物 体 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、
　 前 記 処 理 室 内 に お い て 前 記 被 処 理 物 体 の 接 合 部 位 ど う し を 互 い に 圧 接 し て 接 合 す る 接 合
手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 接 合 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 気 密 な 処 理 室 内 に お い て 互 い に 接 合 部 位 を 持 つ ２ 以 上 の 被 処 理 物 体 を 保 持 し 、 処 理 ガ ス
を 前 記 処 理 室 内 に 導 入 し て 前 記 接 合 部 位 を 清 浄 化 す る 清 浄 化 部 と 、
　 前 記 処 理 室 内 に お い て 前 記 被 処 理 物 体 の 接 合 部 位 ど う し を 互 い に 圧 接 し て 接 合 す る 接 合
部 と 、
　 前 記 処 理 室 内 に お い て 前 記 被 処 理 物 体 を 前 記 清 浄 化 部 か ら 前 記 接 合 部 に 搬 送 す る 搬 送 部
と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 接 合 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 処 理 ガ ス は 、 蟻 酸 ガ ス も し く は 酢 酸 ガ ス 等 の 有 機 酸 ガ ス で あ り 、 前 記 接 合 部 位 を 清
浄 化 す る 時 の 処 理 温 度 は 、 １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ℃ で あ り 、 前 記 接 合 部 位 ど う し を 圧 接 す る 時 の
処 理 温 度 は 、 １ ２ ０ ～ ３ ０ ０ ℃ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 接 合 装
置 。
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【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 接 合 部 位 を 清 浄 化 す る 時 の 前 記 処 理 室 内 の 処 理 圧 力 は 、 ４ ０ Ｐ ａ 以 上 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 接 合 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 処 理 ガ ス は 、 有 機 酸 ガ ス と 不 活 性 ガ ス で あ り 、 前 記 接 合 部 位 を 清 浄 化 す る 時 の 前 記
処 理 室 内 の 処 理 圧 力 は 、 有 機 酸 ガ ス 圧 力 が ４ ０ Ｐ ａ 以 上 、 残 余 は 不 活 性 ガ ス で あ っ て 全 圧
力 が ほ ぼ 大 気 圧 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 接 合 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 接 合 部 位 は 、 銅 、 酸 化 銅 ま た は 銅 合 金 に よ り 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ な い し の い ず れ か に 記 載 の 接 合 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 互 い に 接 合 部 位 を 持 つ ２ 以 上 の 被 処 理 物 体 を 処 理 室 内 に 搬 入 し 、
　 前 記 処 理 室 内 で 前 記 被 処 理 物 を 加 熱 し つ つ 前 記 処 理 室 内 に 所 定 の 圧 力 の 処 理 ガ ス を 導 入
し て 前 記 接 合 部 材 を 清 浄 化 し 、 し か る 後 、
　 前 記 処 理 室 内 で 前 記 接 合 部 位 ど う し を 互 い に 圧 接 し て 接 合 す る こ と を 特 徴 と す る 接 合 方
法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 処 理 ガ ス は 、 蟻 酸 ガ ス も し く は 酢 酸 ガ ス 等 の 有 機 酸 ガ ス で あ り 、 前 記 接 合 部 位 を 清
浄 化 す る 時 の 処 理 温 度 は 、 １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ℃ で あ り 、 前 記 接 合 部 位 ど う し を 圧 接 す る 時 の
処 理 温 度 は 、 １ ２ ０ ～ ３ ０ ０ ℃ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 接 合 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 接 合 部 位 を 清 浄 化 す る 時 の 前 記 処 理 室 内 の 処 理 圧 力 は 、 ４ ０ Ｐ ａ 以 上 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 接 合 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 処 理 ガ ス は 、 有 機 酸 ガ ス と 不 活 性 ガ ス で あ り 、 前 記 接 合 部 位 を 清 浄 化 す る 時 の 前 記
処 理 室 内 の 処 理 圧 力 は 、 有 機 酸 ガ ス 圧 力 が ４ ０ Ｐ ａ 以 上 、 残 余 は 不 活 性 ガ ス で あ っ て 全 圧
力 が ほ ぼ 大 気 圧 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 接 合 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 接 合 部 位 ど う し を 圧 接 す る 圧 力 は 、 １ ４ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

な い し の い ず れ か に 記 載 の 接 合 方 法 。
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